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海岸付近では潮汐に伴う塩淡境界面の移動や、海底からの湧水量の変化が報告されているが、これらはいずれ

も測線下や測定器直下の情報のみから議論されている。本研究では潮汐に伴う海底下の地下水流動の変動を面的に

捉えることを目標として、海底での自然電位や海底下の比抵抗値の時間・空間変動調査を行った。 

 

地殻内部で流体が移動すると、界面動電現象によって電場が発生し、結果として陸上や海底で観測可能な大き

さの自然電位を作りうることが知られている。また海底下の比抵抗値の時間的変化は海水と淡水の混合度合いを大

きく反映する。これらの特性に基づいて、海底で自然電位や比抵抗値の分布および時間変化を測定することにより、

海底下の地下水流動の情報を取得できると思われる。 

 

我々は 2004 年 7 月 30 日～8月 4 日にかけて熊本県西部の宇土半島不知火町の陸域及び海域で、自然電位測定お

よび VLF-MT 測定を実施した。自然電位測定では海底に 14 本の銀－塩化銀電極を埋設し、各電極間の電位差を 1

秒サンプリングで連続測定（干潮時・満潮時を含む）した。VLF-MT 測定は長波の電波を用いた電磁探査である。

本研究では陸上や干潮時の海底上の約 120 地点で VLF-MT 測定を実施し、各地点で海底下数 m～数十 m の平均的な

比抵抗値（見掛け比抵抗値）などを得ることが出来た。 

 

その結果、自然電位の時間変動が大きい時間帯はいずれも干潮時にあたり、変動が小さい時間帯は満潮時にあ

たることが判明した。また夜間の干満の差は不等潮汐のため昼間の干満の差よりも小さいが、自然電位変動も夜間

の変化は昼間の変化より小さかった。このことから、自然電位の時間変動は潮汐に関連があるといえる。変動パター

ンの対象性に注目すると、自然電位の変動パターンは潮の満ちていく時と引いていく時で異なっている。このこと

から、自然電位変動は単なる海水面変動によるものではないといえる。日射に伴う蒸発散量と自然電位変化にも関

連性はなかった。以上のことから観測された自然電位の時間変化は、海底下の地下水流動の変動に起因すると考え

るのが最も妥当である。 

 

VLF-MT による海域での見かけ比抵抗値分布からは、海底湧水が認められている地域の近傍で、半径 20m 程度の

局所的な高比抵抗領域が認められた。表層の土質についてはそのような小スケールでの空間的な変化は見られない

ので、局所的な淡水の上昇域の存在を示唆しているとおもわれる。 

 

以上のように、海底での自然電位および比抵抗の調査によって、沿岸域での海底湧水に伴う時間・空間変化を

検出することが出来た。従って電磁気学的調査法は、海底湧水のリモートセンシング的な調査法として展開可能で

あると思われる。今後は地下構造および地下水流動のモデリングを行い、観測されたデータを定量的に説明可能か

どうかの議論を進める。 

 


